
 
 

 

報道関係者各位 

2026年2月12日 

株式会社ガイアックス 
 

第1回 STARTUP YOUTH FES HYOGO（DEMO DAY）について 
 
 

皆さんは今回の「トライアル起業プログラム」に参加した理由を覚えていますか？ 
 「起業するため」「自分のアイデアを社会に実装するため」など、背景はそれぞれだと思いますが、その目標
にどこまで近づけているでしょうか。 
 
さて、3月14日の「第1回 STARTUP YOUTH FES HYOGO」の詳細が決まりましたのでご連絡します。 
 
このイベントは、これまでの皆さんの活動の集大成の場となります。やり残したことがないように、最後まで全
力で駆け抜けてください。 

 
 
 
概要 

項目 詳細 

名称 第1回 STARTUP YOUTH FES HYOGO 

概要 兵庫県主催の若手起業家育成プログラムである「トライアル起業プログラム」「次世代起
業家育成カバン持ちプログラム」の合同デモデイ。参加者がこれまでの実証成果をピッチ
形式で発表するほか、第一線で活躍し続ける経営者によるトークセッション、登壇者・審
査員・投資家・観覧者間での本格的なネットワーキングも実施します。 

目的 ・プログラム期間中の検証成果および学びのアウトプット 
・起業家・投資家・金融機関などからのフィードバックの獲得 
・今後の事業を加速させる強力な支援者や共創パートナーとの出会い 

日時 令和8年3月14日(土)13:00〜18:00（10:00集合予定） 

 



 

場所 起業プラザひょうご 

詳細 https://gaiax-education.notion.site/entre-hyogo-pref-startup-youth-fess-2026 

準備物 発表用スライド（PDF形式） 
・提出期限：3月6日(金) 23:59 
・提出先フォルダ：こちら 
・ファイル名：「メンター名_氏名」（例：吉川_河内海広） 
・一度提出した資料の差し替えは認められません。 

 
ピッチレギュレーション 

▼ 持ち時間（1チームあたり8分） 
・発表（ピッチ）：4分 
・質疑応答・FB：3分 
・入れ替え：1分 
 
▼ 審査項目（スライドに必ず盛り込むべき5項目） 
・課題と解決策： 「誰のどんな課題」を解決するか。その課題は解決に値する痛烈なものか。 
・独自性： 既存の代替手段や競合に対し、圧倒的な優位性や独自価値はあるか。 
・市場とマネタイズ： 収益化の道筋は現実的か。将来的に大きな市場を取れる可能性はあるか。 
・想い・ビジョン： なぜ「あなたが」やるのか。実現したい世界に情熱と覚悟が乗っているか。 
・実績・トラクション： プログラム期間中の検証で得た実データ、ユーザーの声、具体的成果。 
 
▼ 賞 
・審査委員長賞 
・企業賞 

 
審査員（予定） 
・小林 拓哉 氏（兵庫県産業労働部 部長） 
 
・森山 健 氏（株式会社Godot 代表取締役） 
神戸生まれ、シアトル育ち。ゴールドマン・サックス投資銀行部門に新卒入社。その後、投資ファンド参画を経
てグラミン・シャクティ（グラミングループのエネルギー会社）の事業開発など多数のソーシャルビジネスの立ち
上げに従事した後、オックスフォード大学客員研究員などを経て2022年、株式会社Godot 設立、現職。行動
科学とデザイン思考で政策課題に挑む、特定非営利活動法人Policy Garageの理事も務める。 
 
・武市 寿一 氏（株式会社みなと銀行 取締役会長） 
84年（昭59年）慶大法卒、太陽神戸銀行（現三井住友銀行）入行。16年三井住友銀常務執行役員、17年みな
と銀行入行、19年取締役専務執行役員。神奈川県出身。 
 
・河上 哲也 氏（株式会社神戸大学イノベーション 代表取締役） 
神戸大学法学部卒業。株式会社神戸大学イノベーションの代表取締役社長に就任。大学のユニークな研究
結果から新産業を生み出し、地域社会の持続的発展に貢献している。 
 

 

https://gaiax-education.notion.site/entre-hyogo-pref-startup-youth-fess-2026
https://drive.google.com/drive/u/0/folders/1Q1UlukM78f1fL9iRmz0JS00goVuUZ0_p

